




主要な会社により当企業集団の状況を事業系統図によって示すと次のとおりである

三造テクノサービス㈱ 連結子会社3社

四国ドック㈱ ㈱モデック
南日本造船㈱ 連結子会社8社
三井造船千葉機工エンジニアリング㈱ 関連会社1社
連結子会社3社

三造企業㈱
㈱三井造船昭島研究所
連結子会社4社
関連会社3社

三井造船鉄構工事㈱
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５．会社の対処すべき課題

  子会社を含めた事業領域を見直し、市場性、コアコンピタンス等の視点から事業分野を再構築し、グ

ループ内の経営資源を将来的に収益性の高い分野へ集中させ、さらに事業の統廃合を進めグループとし

ての総合力を強化します。またグループ内に止まらず、他企業とのアライアンス、資本参加等により競

争力の向上を図ります。「’01 中計」を着実に実行することにより、強固な経営基盤を確立して 1 日も早
く復配ができるよう業績の回復に努めます。
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連結キャッシュフローの状況

代金回収促進等によりフリーキャッシュフローは 392
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中　間　連   結   財　務　諸　表　等

連　結　貸　借　対　照　表

（単位 百万円）

当 中 間 期 末

（平12.9.30現在）

前 期 末

（平12.3.31現在）
前 年 中 間 期 末 　　

（平11.9.30現在）
　　　　　　　　期 　　別

科　　目
金  額 構 成 比 金  額 構 成 比

増　減

金　 額 構 成 比

( 資 産 の 部 ) ％ ％        ％

資328,246D 0  T5  Tw ( ) Tj�3.75  0 47.4D 0  42C> Tj�8.250.2  部 ��� 

�
 資.397364D 0  193> T/328資  
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連 結 損 益 計 算 書
（単位 百万円）

当　中　間　期
（平12.4.1～平12.9.30）

前　年　中　間 　期
（平11.4.1～平11.9.30）

増　　　減
前      期

（平11.4.1～平12.3.31）

（　啓㎈
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連 結 剰 余 金 計 算 書
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〔所在地別セグメント情報〕
（単位 百万円）

当   中　間　期（平 12.4.1 ～ 平 12.9.30）

日  本 アジア 欧  州 北  米 そ の 他 計
消去又は

全    社
連  結

Ⅰ
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〔有価証券の時価等〕

当中間期末（平成12年9月30日現在）

１． 時価のある有価証券

　　　平成12年大蔵省令第11号第3項に基づき、記載を省略しております。

２． 時価評価されていない主な有価証券

　　　　その他有価証券

　　　　　　非上場会社株式　　　　　6,166百万円

前期末（平成12年3月31日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 百万円）

前    期   末（平12.3.31現在）

種　　　林%
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〔デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益〕
１．通Ž 建

市
　
場
　
取
　
引
　
以
　
外

米 ド ル 260 - 274 13
香 港 ド ル 147 - 147 0
ユ ー ロ 331 - 332 0

1.中間会計期間末の為末の全藴十九 の全燓 遵槗8

米 ド ル 20,288 4,859 20,175 113

スウェーデンクローネ
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